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癩における踵骨の変形について

国立療養所多摩全生園

中原呉郎tefr li fc 55

On the Deformation of Os calcls in Leprosy Patients. Goro NAKAHABA.National Leprosa-
rium Tamazenshoen.
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原における錘骨の変形について

図3ほ,後部上方に索引され,屈平足の状況にな
っている･
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原　呉　郎

図8のRontgen像は,隆起部が骨折を起こし･
不完全な鴨嘱骨折の状況を示している･

囲　8
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因6の像は,瞳骨後半が極度に上方に索引され,
一見折れ曲がったかの状況を示している･

囲　6
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図7の像も個6dと同様滴れ曲がった状況となり,
足穿孔症による腐骨となった状態を示すものである○

囲　7
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折の骨端間に,骨の増殖が見られる
図　9
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図9.の像は,典型的な鴨嘩骨折の様相を示し,骨
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願における在骨の変形について

図10,は,高度に上部に向かって,躍骨後半が骨折
を起こし,さらに極度に変形を来たして,蹟骨の原形
を推察することが出来ない程度になっている.また骨
梁はきわめてうすく,僅かに走向を認めるに過ぎない

囲10
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囲11･及び図12,のRontgen像ほ,鴨嘩骨折が

長年月の間に,二次的癒合を来たしている状態がみら
れる･囲12.は,さらに骨折した遊離骨片が見られる･

囲12
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以上11例中,男9,女2,結節型8神経塑3である･

症例が少ないので,男女比結節型と神経型の比ほ,

これからでは何とも云えない.

しかし神経蘇にもある所から,神経癩の骨変化ほ,

栄養神経の障害による骨の脆弱化と,足穿孔症による

二次的感染によるものと思われる･

結節願患者のものは,神経麻よりもむしろ軽度であ

るが,石灰分の消耗が見られる.さらに結節癩患者の

足穿孔症において,癩菌がいっぱんにほ証明されない

所から,結節癩の錘骨変形も,いわゆる骨原に隈思し

ていたとほ考えにくいのである･

したがって,結節癩においても,直接願菌による蘇

性変化の結麋,招来されたものではなくて,栄養神経

の障害と,二次的感染による骨の脆弱化に, Achilles

擬の索引を伴なって起こったものと考えられる･

治　　療

いっばんに余り苦痛を訴えず,骨折の時期さえ気附

かない者が多く, Rontgen　線によって発見されるこ

とが普通で,陳旧なものが大部分であるので,治療は

観血的にほ行なわない･診療を依宿したものは足穿孔

症の治療とGyps固定して,安静を保たしめる･
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文　　　　献

り近　藤:眼骨鴨喝骨折のl例･外軌10巻3軌

2)河　津:限骨々軌掛こその骨折線に就て･外札

5巻1号.

Summary

Some deformations of Os calcis caused by lesion of the nerve system in the foot

are often found in leprosy patients. The degree of the deformation depends upon

pathological change in trabecula of the bone and tension of Achilles tendon. Mo-
reover, this lesion is often increased, when there is an acute inflamation combined

with mal perforant. The fact above-mentioned has been demonstrated by roentgenologi-
cal examinations in 11 cases of leprosy.

(Author)
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